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請負工事の発注内容 
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請負工事の発注内容 
事 業 名  施工位置 請負代金 請 負 者  

伯耆町  （有）下村建設 

伯耆町  （有）藤 本 組 

米子市  （株）三徳興産 

米子市  （株）モ チ ダ  

伯耆町  （有）アリオン 

日南町  （有）澤田建設 

工 期  

遠藤地区農業集落排水事業 押口・岸本 38,692,500円 着工 H17.10. 5 
完成 H18. 1 .31

遠藤地区農業集落排水事業 吉 長  40,215,000円 着工 H17.10. 5 
完成 H18. 1 .31

溝口地区統合簡易水道事業 白水・宮原 28,612,500円 着工 H17.10. 5 
完成 H18. 2 .28

溝口地区統合簡易水道事業 宮 原  35,070,000円 着工 H17.10. 5 
完成 H18. 2 .28

溝口地区統合簡易水道事業 白 水 他 41,475,000円 米子市 鳥取電業（株）米子支店 
着工 H17.10. 5 
完成 H18. 2 .28

溝口地区統合簡易水道事業 荘・古市 38,640,000円 着工 H17.10. 5 
完成 H18. 2 .28

溝口地区統合簡易水道事業 父原・三部 21,735,000円 着工 H17.12. 1 
完成 H18. 3 .20

2,000万円以上 
他19件 

皆
さ
ん
か
ら
の
陳
情
は 

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

◎
あ
ら
た
な「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」採
択
に
つ
い
て

の
陳
情
書
。 

◎「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」見
直
し
に
関
す
る

陳
情
。 

◎
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
陳
情
書
。 

採
択
し
ま
し
た 

趣
旨
採
択
し
ま
し
た 

◎「
人
権
侵
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
。 

◎
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
に
関
す
る
陳
情
。 

不
採
択
と
し
ま
し
た 

◎
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
中
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
。 

◎
教
育
基
本
法
の
改
定
で
な
く
、
そ
の
理
念
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
。 

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た 

◎
日
本
国
憲
法
九
条
の
遵
守
と
米
軍
駐
留
経
費
並
び

に
防
衛
費
削
減
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
改

善
を
要
求
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書
。 

（要旨） 

　香港で開催されるWTO第 5回閣僚会議において、次の意見が反映さ

れるよう要請する。 

1.農林水産業の持つ多面的機能を重視した国際的なルールを確立すること。 

2.各国の生産資源を最大限活用した食料安全保障システムを確立すること。 

3.厳格な安全基準の策定と透明な表示ルールを確立すること。 

4. 国内助成のあり様は、自由な担い手の育成や地域産業の振興を妨げる

ことのないよう幅広い国内政策が可能なルールとすること。 

WTO農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書 

（要旨） 

　食料・農業・農村基本計画の具体的施策の推進にあたっては、次の意見が反映される

よう要請する。 

1. 確実な食糧自給率引き上げ施策を推進すること。また目標年次を先延ばしすること

なく2010年度時点での目標値を掲げること。 

2. 担い手は意欲を持つ農業者及び地域で「育成すべき担い手」として認定されるもの

全て対象とすること。 

3. 経営安定対策は、自給率向上を旨として、耕作意欲をもてるよう本格的な所得補填

策とすること。 

4.農地等の土地利用規制の体系を整備し、農地保有合理化法人の機能強化を図ること。 

5.農業資源保全の「共同」の取り組みに対する本格的な支援策を導入すること。また、

環境直接支払制度を創設するなど、有機農業や環境保全型農業の推進を図ること。 

「食料・農業・農村基本計画」に基づく施策に関する意見書 

　今、この地球上に人類は自らを滅ぼして余りある核兵器を蓄え

ている。 

　人類史上初めて原子爆弾投下を受けた広島、長崎の悲劇を地球

上のいずれの地においても繰り返させてはならない。このことは

人類が遵守しなければならない普遍的理念である。 

　我々は、世界の全核保有国に核兵器の廃絶を求める。 

　伯耆町は、戦争のない恒久平和の実現を目指し、あらゆる国の

核兵器廃絶、軍縮を強く訴えるとともに、平和のために貢献する

決意を表明し宣言する。 

核兵器廃絶、平和の町宣言 

十
二
月
定
例
会
で 

　
　
　
議
決
さ
れ
た
意
見
書 

十
二
月
定
例
会
で 

　
　
　
議
決
さ
れ
た
宣
言 




